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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること
＜連絡事項＞
· 顔写真の撮影は今日までなので、まだ撮影が済んでいない職員は忘れないように。

· 8月16日以降の勤務表が庶務前に掲示されているので、確認のこと。

· 通リハ納涼会の参加費を、利用者様からいただくことを忘れないように。

· 当院に入院されていた患者様が結核疑いの診断を受けているため、職員も体調不良があればすぐに報告するように。

· 配布した問診表に記入の上、提出すること。

＜外来より情報提供＞

· 秋山　和子様～昨夜暑かったため、不眠気味で少し疲れているとのこと。

· 溝越　キク様～訪看より10日分ほどの残薬があるとの情報提供あり。本人に確認すると「飲みた

くない」と話されるため、服薬の重要性について説明を行っている。

＜利用者様情報＞

· 田名部　浩平様～外来時、同伴されたご家族が「外で太極拳をしていて、近隣から警察に連絡され

た」と話される。これまでも病院駐車場や外来廊下等で太極拳をしていることがあり、スタッフから場所を考えるよう説明行っているが、再度説明行うこととする。

· 川口　律子様～体育館での運動の際、他メンバー様が持参した飲料水を断りなく飲んでしまう。

すぐに謝り許しを得ているが「まだ怒っていたらどうしよう」と気にされている。

＜報告＞

· 下村　藤江様～本日昼前に姉様が来院される。看護課長、通リハ下舘が対応。姉様より伺った話の

内容は下記の通り。姉様が下村様のアパートに訪問されたのは６日、部屋にはビールの空き缶が十数本、テーブルの上にも飲みかけのビールがあり、下村様はテーブルの脇に横になっていたとのこと。検視の結果死亡時刻は３日の１６：４０頃とのこと。姉様は「いつかそんな日がくるのではないかと感じていた」と話されていたとのこと。


＜通リハ評価＞

デイケア　番沢　政勝様（36）統合失調症
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【本人の状況等】

・ 評価項目Ａ～本人評価が低いことについては「人から言われたから」と話される。本人様なりに気は遣っているが、同じシャツを続けて着たり、しわを伸ばさないで着て来たりすることがある。

· 評価項目Ｂ～時折、心気的訴えなどがあり来所出来ないことがあるが、以前よりも状態は改善して



いる。デイケア開始時刻にも遅刻しないで来所することが出来ている。

· 評価項目Ｃ～本人評価が低いことについては「頭が悪い。つまらない事を言うから」とのこと。




スタッフからの説明を早とちりしたり、思い込みで返答したりすることがある。

· 評価項目Ｄ～本人様は「思った事を表現することは出来るが、話が上手くまとめられない」と評価




している。簡潔にまとめられる内容であっても、回りくどく説明することがある。

· 評価項目Ｅ～自分の意見に固執する一方で、他人の言動に左右されることもある。一度思い込んだ




ことを変えることが難しい。

· 評価項目Ｆ～本人評価が低いことについては「職員に話し掛けたくなるから」と話される。以前




よりも集中出来るようにはなっているが、側から見られることを気にしている。

· 評価項目Ｇ～ミーティング時に一人で輪から離れたところに座ることが多い。「自分の口臭が気に




なるから」といって口を手で覆うようにして話すことがあり、奇妙な印象を与える




ことがある。

· 評価項目Ｈ～家族については母様への愚痴を話されるが、依存的な面もある。青山荘利用者様とは




デイケア内でも話していることはあるが、本人様は「人に話し掛けるのは苦手」と




評価している。

· 評価項目Ｉ～バスを利用して役所まで出かけ、必要手続きを自分一人で行うことが出来ている。




余暇については読書をしているかぼーっとしていることが多いとのこと。

· 評価項目Ｊ～デイケア内での当番や役割分担は概ねできている。

【問題点と解決策】

本人様の問題点として、人との対話がうまく出来ないこと、本当は十分にやり遂げる事ができるものであっても自信をもって取り組めない点が挙げられる。

解決策として、プログラムでは小集団に参加させ、他者と比較する必要のない作業を通して自信を持たせるように働きかける。プログラム導入時には、他メンバーに話し掛けるきっかけがつかめるようにメンバー構成を工夫する。

